
HRSB エネルギー研究活動助成活動報告 

 
令和２年１月２３日（木）に、盛岡中央高校附属中学の授業「数学は世界の扉を開く」（14:00～

15:00）のテーマで、１年生の生徒３９名を対象とした出前授業を、同校の教室で行いました。 
 

実施担当 岩手大学 理工学部 高木浩一 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上記は、授業で用いたワークシートや資料の一部です。また下の写真は、授業当日の様子の一部

（左下は空気のエネルギーと温度の実験の様子、右下はペルチェ素子で実験する生徒さん）です。授

業では、テーマが「数学と現象」でした。上記の実験でわかったことを、次は数学で理解していくと

いったスタイルで進めました。足し算は数字だけでなく、関数（スペクトル）や電圧など実生活でも

使えること、LED での省エネでは、スペクトルの形を長方形で近似して、面積の違いから消費電力の

違いを数学で理解しました。ペルチェ素子を使った実験では、逆関数といった考え方を学びました。

最後に、静電気を使った実験と、それを食品の鮮度保持に利用するといった研究で新しい世界を切り

開いていくことなど、学校のミッションである「生きる力」も意識しました。 

     


